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概
要

相
国
寺
は
室
町
幕
府
三
代
将
軍
の
足
利
義
満
に
よ
り
創

建
さ
れ
ま
し
た
︒
以
後
︑
相
国
寺
は
歴
代
の
足
利
将
軍
と

深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
︑
そ
の
遺
品
が
伝
来
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
中
世
か
ら
近
世
に
移
り
変
わ
る
激
動
の
時
代
︑

相
国
寺
は
幾
度
も
焼
失
と
復
興
の
歴
史
を
繰
り
返
し
ま
し

た
︒
そ
の
復
興
は
時
代
ご
と
の
権
力
者
の
力
な
し
で
は
成
し

え
な
い
も
の
で
し
た
︒
ま
た
寺
領
や
住
持
職
な
ど
も
皆
︑

武
家
政
権
の
発
給
し
た
文
書
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
た
た
め
︑

寺
宝
に
は
多
く
の
幕
府
発
給
文
書
が
伝
来
し
ま
す
︒

さ
ら
に
︑
江
戸
幕
府
の
巡
見
の
際
に
相
国
寺
は
寺
院
を
荘

厳
す
る
絵
画
や
︑
足
利
将
軍
ゆ
か
り
の
寺
宝
を
提
示
し
ま

す
︒
そ
の
目
録
に
載
る
中
国
絵
画
群
︑
さ
ら
に
は
︑
徳
川
家

な
ど
武
家
が
所
持
し
た
高
僧
の
墨
蹟
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
︒

相
国
寺
と
そ
の
塔
頭
に
伝
来
す
る
︑
肖
像
画
︑
墨
蹟
︑

中
国
絵
画
︑
古
文
書
か
ら
︑
武
家
政
権
と
の
交
流
の
軌
跡

を
た
ど
り
ま
す
︒



主
要
展
示
作
品

足
利
義
満
像　
無
賛　
相
国
寺
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

Ⅰ
期
︵
画
像
１
︶

旧
国
宝　
鹿
苑
寺
舎
利
殿　
勅
額
﹁
究
竟
頂
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

鹿
苑
寺
蔵

江
天
暮
雪
図　
牧
谿
筆　
鹿
苑
寺
蔵　

Ⅱ
期

空
谷
明
応
頂
相　
大
光
明
寺
蔵

足
利
将
軍
の
寺

第
一
章

1

重
要
文
化
財　
黒
漆
壺
胡
籙　
相
国
寺
蔵　

Ⅰ
期

耳
川
合
戦
図
屏
風　
探
意
筆　
相
国
寺
蔵
︵
画
像
２
︶

柳
図
屏
風　
狩
野
宗
秀
筆　
相
国
寺
蔵　

Ⅱ
期

乱
世
の
寺

第
一
章

第
二
章

西
笑
承
兌
頂
相　
大
光
明
寺
蔵

朝
鮮
通
信
使
国
書
櫃　
相
国
寺
蔵
︵
画
像
３
︶

徳
川
歴
代
将
軍
公
帖　
相
国
寺
蔵　

※

会
期
中
展
示
替
有

徳
川
幕
府
と
寺

第
一
章

第
三
章

2

3



重
要
文
化
財　
明
永
楽
帝
勅
書　
相
国
寺
蔵　

Ⅰ
期

国
宝　
無
学
祖
元
墨
蹟　
与
長
楽
寺
一
翁
偈
語　
相
国
寺
蔵　

※

会
期
中
展
示
替
有

重
要
文
化
財　
鳴
鶴
図　
相
国
寺
蔵　

Ⅰ
期　
︵
画
像
４
︶

朱
衣
達
磨
図　
平
石
如
砥
賛　
陶
雪
澗
筆　
相
国
寺
蔵

夢
窓
疎
石
墨
蹟　
寓
居
聚
落
偈　
相
国
寺
蔵

重
要
文
化
財　
了
庵
清
欲
墨
蹟　
上
堂
法
語　
相
国
寺
蔵　

Ⅱ
期 ︵
画
像
５
︶

重
要
文
化
財　
霊
石
如
芝
墨
蹟　
餞
別
偈　
慈
照
寺
蔵　

Ⅰ
期

近
世
武
家
に
示
し
た
寺
宝

第
一
章

第
四
章

武
家
の
求
め
た
墨
蹟

第
一
章

最
終
章
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み
ど
こ
ろ
１

足
利
将
軍
の
寺

足
利
義
満
以
降
の
歴
代
足
利
将
軍
は
︑
相
国
寺
境
内
に
自
身
の
位
牌
を
安
置
し
︑
院
号
を
冠
す
る
塔
頭
を
有

し
て
い
ま
し
た
︒
義
満
は
鹿
苑
院︵
現
在
は
廃
絶
︶︑義
教
は
普
廣
院
︑義
政
は
慈
照
院
な
ど
︑塔
所︵
墓
所
︶と
な
っ

た
塔
頭
に
は
縁
の
什
物
が
伝
来
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
塔
頭
は
廃
絶
し
て
も
︑
鹿
苑
院
伝
来
の
足
利
義
満
像
は

本
山
に
伝
来
し
ま
し
た
︒
十
代
将
軍
︑
足
利
義
稙
の
院
号
を
冠
し
た
塔
頭
恵
林
院
も
廃
絶
し
ま
し
た
が
︑
恵
林

派
塔
頭
冷
香
軒
が
豊
光
寺
に
合
併
し
︑
義
稙
の
肖
像
は
豊
光
寺
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
︒
今
回
は
相
国
寺
塔
頭
に

伝
来
す
る
足
利
将
軍
の
肖
像
画
を
一
同
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
︒

江
戸
時
代
の
什
物
リ
ス
ト

み
ど
こ
ろ
２

　

江
戸
時
代
︑
幕
府
に
度
々
相
国
寺
の
宝
物
に
つ
い
て
届
け
出
を

し
て
い
ま
す
︒
今
回
の
展
示
で
は
享
保
十
四
年
︵
一
七
二
九
︶

と
寛
政
十
一
年
︵
一
七
九
九
︶
の
所
司
代
巡
見
の
際
に
提
示
し

た
目
録
と
現
存
す
る
目
録
記
載
寺
宝
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
︒

そ
こ
に
は
︑
現
在
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
伝

来
の
名
宝
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
︒
現
在
も
色
あ
せ
ぬ
魅
力
を

持
つ
︑
相
国
寺
が
有
す
る
舶
来
の
什
物
を
中
心
と
し
た
名
品
群

を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

Ⅱ Ⅰ

足
利
義
政
像　
一
幅　
室
町
時
代　
慈
照
院
蔵　
Ⅰ
期

重要文化財　明永楽帝勅書　一幅　明時代　相国寺蔵　Ⅰ期

黄



相国寺承天閣美術館

〒602-0898 京都市上京区今出川通烏丸東入ル
TEL : 075-241-0423　WEB：http://www.shokoku-ji.jp/

SHOKOKUJ I  JOTENKAKU MUSEUM 〔報道関係者様お問い合わせ先〕
「武家政権の軌跡」 広報事務局（TMオフィス内）
担当 ： 大江、馬場　TEL ： 06-6231-4426　FAX ： 06-6231-4440　Email ： shokokuji@tm-office.co.jp

開催情報

Ⅰ期　 2022年8月8日（月）～10月6日（木）
Ⅱ期　2022年10月16日（日）～12月11日（日）
2022年10月7日（金）～10月15日（土）
10:00～17:00（入館は16:30まで）
一般800円
65歳以上・大学生600円  中高生300円  小学生200円
 ※一般の方に限り、20名様以上は団体割引で各700円 
相国寺承天閣美術館
一般財団法人 萬年会　鹿苑寺　慈照寺

会期

休館日
開催時間
拝観料

主催
協賛

次回展

「曝涼展　冬」
2023年1月8日（日） ～ 2月19日（日）

「禅寺に伝わるものがたり」
Ⅰ 期　仏教説話と漢故事　2023年3月11日（土） ～5月7日（日）
Ⅱ期　女性と仏教　　　　2023年5月28日（日） ～7月16日（日）

アクセス

ＪＲ京都駅より
京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

阪急電車烏丸駅より
京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

京阪電車 出町柳駅 ３番出口より徒歩20分、または市バス
市バス 59・201・203 号系統 同志社前下車 徒歩６分
市バス 102 号系統（洛バス）  烏丸今出川下車 徒歩８分

イベント

I 期 スライドトーク 本多潤子（当館学芸員）
9月3日（土）、 10月1日（土）

本多潤子（当館学芸員）
8月11日（木・祝）

本多潤子（当館学芸員）
11月5日（土）、 12月3日（土）

14：00～14：30

講座
14：00～15：30

Ⅱ 期

場所 : 当館講堂 （開場13：30）

スライドトーク
14：00～14：30

※各イベントには当日の拝観券が必要です。　※各回定員先着40名
※コロナウイルス流行等の状況により中止となる場合があります。
　最新の情報は当ホームページにてご確認下さい。


